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６月２５日（木）に今年度最初のテストとなる１学期期末テストが行われました。す 

でに各教科でテストが返却されていることと思います。納得のいく結果が得られている 

でしょうか？学年通信第１０号で「今年行われる一つ一つのテストはどれも今までのテ 

ストとは比べものにならない重みがあります。最初のテストとなる１学期期末テストで 

どんな準備をしてどんな結果に至ったかによって、受検生としてこの先に臨む気持ちが 

変わっていきます。」「受検生の勉強には『量も質も』必要になります。どういう内容をどれだけやったか？

量を増やした上でどれだけ質を上げていけるか？が受検生として重要なポイントになってきます。期末テスト

までの残された時間で、自分だけでなく、誰が見ても頑張ったと言える取り組みをして、テスト当日を迎える

ことを期待します。」と書きました。期末テストに向けてのお子さんの取り組みはどうだったでしょうか？受

検生としてのこれからの生活に弾みがつくテストとなったでしょうか？誰が見ても頑張ったと言える準備をし

て当日を迎えられたでしょうか？テストが一つ終わったということは、受検までの時間がぐっと短くなったと

いうことです。今後どんどん短くなっていく残された時間を有意義に使っていくためにも、準備と結果につい

てじっくりと振り返りをしてほしいと思います。 

今回、テスト当日の昼休みには、多くの生徒が早い時間から教室に入り、午後のテストのために勉強をして

いました。普段の昼休みや休み時間にも、教室内で学習に取り組む生徒の姿が見られます。１学期とは言え、

受検生であることを自覚して、学習と真剣に向き合おうとする生徒が増えてきていることを実感しました。 

 さて、例年であれば、期末テストが終わると約１か月後に夏休みということで、生徒たち

の気持ちも浮かれがちでした。しかし、今年は８月７日（金）までの約１か月半、１学期が

続きます。しかも受検生です。１・２年生の頃と同じ夏ではありません。希望する進路実現

のためには、３学期の受検に向けて地道な努力をこつこつと積み重ねていくことが唯一の方

法です。「夏を制する者は受検を制す！」とよく言われます。１学期が長くなるということ

は２学期の中間テストの範囲が広くなるということです。さらに９月２日（水）には、第１

回県学力診断調査が行われます。この夏にやるべきことはたくさんあります。期末テストが

終わった今、「受検生として、ここからの暑い夏をどう過ごしていくか？どう戦っていくか？」是非、御家庭

でもお子さんと話し合っていただきたいと思います。学校でも「毎時間の授業→定期テスト・学調→受検」と
つながっていくことを再度確認させ、高い意識で毎日の授業・学習に取り組んでいけるよう、指導していきた

いと思います。 

 

 

毎年、夏季休業中に行われていた「公立高等学校一日体験入学」ですが、今年度は 

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、９月以降に実施されることになりました。 

日時・内容・申し込み方法等の詳細につきましては、今後連絡が入り次第、随時お知 

らせいたします。なお、静岡県教育委員会のホームページには「実施計画一覧表」が 

６月２６日から掲載されています。各高等学校のホームページには「一日体験入学実 

施計画」が７月３日までに掲載されることになっています。各ホームページを御覧に 

なり、掲載されている内容を確認していただけたらと思います。 

私立高等学校・各種専修学校の学校公開やオープンスクール等の連絡も少しずつ入ってきています。これま

でにも、何校かの案内を学級担任から生徒たちに紹介しています。パンフレットや学校案内の冊子等がある場

合については、配付しています。私立高等学校・各種専修も多くの生徒が受検をすることになります。興味が

ある学校については、是非参加することをお勧めします。私立高等学校・各種専修の学校公開やオープンスク

ール等への参加申し込みについては、原則として、個人で行うことになります。よろしくお願いいたします。

参加する場合は、学級担任への連絡もお願いいたします。 


